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江府町の人口

（11月30日現在）

世帯数1255世帯
人　口　4813人
（前月比一6人減）
（男）　び65
（女）　が48
出　生　　4
（男）　4
（女）　0

転　入　　3
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（男）

（女）

メ
イ
ン
は
社
交
ダ
ン
ス

▲リズムにのって軽やかに

町
青
年
団
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ

十
二
月
七
日
出
の
夜
、
日
輪
闇
を
会

場
に
、
恒
例
の
青
年
団
の
ク
リ
ス
マ
ス

パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
か
れ
ま
し
た
。

パ
ー
テ
ィ
の
メ
イ
ン
は
、
社
交
ダ
ン

ス
…
こ
と
し
は
一
ケ
月
前
か
ら
講
師
さ

ん
を
迎
え
て
特
訓
を
受
け
、
本
格
的
を

社
交
ダ
ン
ス
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

ジ
ル
バ
、
ブ
ル
ー
ス
、
気
分
を
か
え

て
レ
ク
ダ
ン
ス
と
郡
内
か
ら
の
若
者
も

ま
じ
え
た
六
十
人
の
若
者
が
、
次
々
に

流
れ
る
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
踊
り
、
楽
し

い
一
夜
を
過
し
ま
し
た
。
青
年
団
長
の

加
藤
営
正
さ
ん
（
俣
野
）
は
、
「
こ
の

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
は
、
団
員
の
親

睦
を
目
的
に
毎
年
開
き
ま
す
が
、
町
内

で
こ
ん
を
ダ
ン
ス
教
室
が
あ
れ
ば
楽
し

い
で
す
ね
。
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
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東
京
代
々
木
に
三
十
五
万
人
が
集
う

報

▲会場をみて回る佐藤農林水産大臣、井上町長ほか大会関係者

全
国
に
特
産
品
を
ピ
ー
ア
ー
ル

昭
和
六
十
年
度
、
「
ま
ち
と
む
ら

の
交
流
促
進
大
会
」
は
、
十
月
二

十
六
、
二
十
七
日
の
両
日
、
好
天

に
恵
ま
れ
た
東
京
代
々
木
公
園
に

お
い
て
、
佐
藤
農
林
水
産
大
臣
を

は
じ
め
構
造
改
善
局
幹
部
の
来
賓

が
臨
席
、
三
十
五
万
人
の
人
出
の

中
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

交
流
推
進
委
員
会
会
長
の
井
上
町

長
（
全
国
自
然
休
養
村
協
議
会
長
）

は
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

に
続
き
「
ま
ち
と
む
ら
の
心
の
ふ

れ
あ
い
を
通
し
て
、
活
性
化
と
安

定
の
糧
と
し
た
い
」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

農
林
省
で
は
、
都
市
と
農
山
漁

村
の
交
流
を
図
り
、
合
せ
て
農
山

村
や
漁
村
の
油
性
化
を
図
る
た
め
、

本
年
十
一
月
東
京
に
お
い
て
「
全

国
ふ
る
さ
と
情
報
セ
ン
タ
ー
」
設

立
の
会
議
が
開
か
れ
、
席
上
、
副

理
事
長
に
井
上
健
治
江
府
町
長
が

選
任
さ
れ
、
早
く
も
問
い
合
せ
が

殺
到
し
、
交
流
事
業
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。

誌日長町
1
日
惚

2
日
皿

5
日
伏

6
日
水

月11
J
l
十
い
い
㌧
甘
‥
、
－
■
き
■

1
4
日
㈹

1
5
日
励

16
日
出

1
7
日
㈱

18
日
㈲

7
日
㈹

8
日
励

9
日
出

10
日
㈲

1
1
日
㈲

1
2
日
㈹

1
3
日
㈱

在
　
勤

ク

ク
、
中
国
電
力
俣

野
川
発
電
所
建
設
所
長

来
庁

在
　
勤

町
議
会
臨
時
会
、
岐
阜

県
根
尾
村
議
会
来
庁
、

西
部
市
町
村
消
防
団
O

B
会
（
甘
酒
茶
屋
）

町
戦
没
者
並
び
に
殉
職

者
慰
霊
祭
、
中
国
電
力

俣
野
川
発
電
所
建
設
所

江
用
会

貝
田
部
落
運
動
会

県
下
各
地
区
農
林
振
興

協
議
会
長
会
（
甘
酒
茶

屋
）

西
部
農
業
所
得
標
準
協

議
会
理
事
会
、
西
部
町

村
長
会

結
婚
式
、
岡
照
雄
氏
受

賞
祝

1
9
日
㈹

20
日
0
0

2
1
日
㈹

2
2
日
働

2
3
日
出

2
4
日
㈲

2
5
日
㈲

2
6
日
㈹

在
　
勤

大
山
山
麓
開
拓
建
設
事

務
所
長
来
庁

京
都
出
張

（
町
森
林
組
合
研
修
）

第
4
0
回
国
民
体
育
大
会

天
皇
杯
・
皇
后
杯
市
町

村
巡
回
披
露

江
尾
区
道
路
改
良
工
事

竣
工
式
、
日
野
農
林
振

興
局
耕
地
課
長
来
庁

大
山
町
合
併
3
0
周
年
記

念
式
、
大
山
山
麓
開
拓

事
務
所
長
来
庁

大
山
山
麓
開
拓
事
務
所

長
来
庁

日
野
町
江
府
町
日
南
町

衛
生
施
設
組
合
決
算
監

査御
机
大
根
組
合
総
会
、

久
連
水
路
協
議
会

大
岩
道
也
氏
リ
サ
イ
タ

新
町
畑
組
合
品
評
会

西
部
地
区
同
和
対
策
協

議
会
役
員
会
、
建
設
課

事
業
入
札

東
京
出
張

（
全
国
町
村
長
大
会
、

農
林
省
自
然
体
善
村
協

議
会
幹
部
会
、
西
部
町

村
長
議
長
合
同
陳
情
会
）

二
縞
報
委
員
会
研
修
）
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事故を呼ぶ
酒が疲労がスピードが

年末のあわただしさは、1年のしめくくりを感　　　飲む機会も増えます。

じさせます。幸を運転する人々にとっては、その　　　　ドライバーにとって最も注意しなければならな

あわただしさが、安全運転になくてはならないミゆ　　　い時期を安全に過ごすためにはどうしたちょいの

とりモ　を奪い、ついスピードを出し過ぎたりして　　　か。スピードの出し過ぎの怖さ、飲酒運転の恐ろ

しまうようです。また、年末は忘年会などで酒を　　　しさにスポットを当ててみました。

※
事
故
の
な
い
明
る
い
新
年
を

武庫駐在所

細田文夫巡査長

私
は
武
庫
駐
在
所
に
赴
任
し
て
、

二
年
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
の
交
通
事
故
や
違
反
の
様
子

は
昨
年
に
比
べ
て
や
や
減
少
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
見
ま
す
と
、

酒
酔
い
運
転
や
、
無
免
許
運
転
が
目

に
つ
き
ま
す
。
こ
れ
ら
の
違
反
は
死

亡
事
故
と
か
重
大
事
故
に
直
結
す
る

最
も
悪
質
危
険
を
も
の
で
す
。

ち
ょ
っ
と
そ
こ
ま
で
だ
か
ら
、
と
か

ま
あ
い
い
だ
ろ
う
、
と
い
う
考
え
は

や
め
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、
町
内
は
他
町
村
に
比
べ
踏

切
の
数
が
多
く
、
列
車
事
故
が
心
配

さ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
雪
の
た
め
ス

リ
ッ
プ
し
や
す
く
在
り
踏
切
で
は
特

に
危
険
度
が
増
し
ま
す
。
必
ず
一
時

停
止
を
し
、
安
全
を
確
か
め
て
か
ら

通
過
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
事
故
や

違
反
の
な
い
安
全
を
運
転
に
努
め
て

新
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

を
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況

で
ス
ピ
ー
ド
を
出
し
過
ぎ
る
の
は
危

険
き
わ
ま
り
を
い
こ
と
で
す
。

制
限
速
度
を
守
る
と
と
も
に
、
状

況
に
応
じ
た
ス
ピ
ー
ド
で
安
全
運
転

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

ス
ピ
ー
ド
を
出
せ
ば
出
す
ほ
ど
、

危
険
な
状
況
が
増
え
て
い
く
…
ス
ピ

ー
ド
は
、
車
の
持
つ
本
質
的
な
機
能

で
す
が
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で

き
て
こ
そ
、
車
と
の
上
手
な
”
つ
き

あ
い
〃
が
で
き
る
の
で
は
を
い
で
し

ょ
う
か
。

一
．
胃
弱
ド
く
誉
一

ア
ル
コ
ー
ル
に
は
睡
眠
作
用
が
あ

り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
は
、
人
間
の

神
経
な
ど
に
麻
酔
薬
と
同
じ
働
き
を

し
ま
す
。
体
が
疲
れ
て
い
る
と
き
な

ど
は
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
居

眠
り
を
し
が
ち
に
な
り
ま
す
。

反
応
が
鈍
く
な
る

※
車
を
走
ら
せ
て
い
る
と
「
制
限
速

度
四
十
キ
ロ
」
や
「
除
行
」
と
い
っ

た
、
速
度
標
識
を
よ
く
目
に
し
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
を
ス
ピ
ー
ド
制
限
が
あ

っ
て
、
車
本
来
の
機
能
に
　
〝
制
約
〟

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
は
、
速
度
が

”
事
故
の
危
険
〃
を
は
ら
ん
で
い
る

か
ら
で
す
。

・
県
内
の
死
亡
事
故
を
み
て
み
る
と

ス
ピ
ー
ド
違
反
に
よ
る
も
の
は
、
十

一
月
未
で
十
八
％
、
ほ
ぼ
五
件
に
一

件
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

［
侶
㍍
…
附
に
…
…
j

ス
ピ
ー
ド
を
出
し
て
壁
を
ど
に
衝

突
し
た
と
き
の
衝
撃
は
、
ス
ピ
ー
ド

の
二
乗
に
比
例
し
ま
す
。
例
え
ば
時

速
二
十
キ
ロ
が
六
十
キ
ロ
に
在
っ
た

場
合
、
ス
ピ
ー
ド
は
三
倍
に
増
え
て

い
ま
す
が
、
衝
撃
は
九
倍
に
も
ふ
く

れ
あ
が
る
の
で
す
。

ス
ピ
ー
ド
事
故
の
多
く
が
死
亡
や

重
傷
事
故
に
な
り
や
す
い
の
は
、
こ

の
よ
う
な
衝
撃
の
大
き
さ
に
よ
る
も

の
を
の
で
す
。

フ
レ
ー
事
を
躍
ん
で
も

霊
は
す
く
に
止
ま
う
な

走
行
中
の
串
に
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
、
す
ぐ
に
は
止
ま
り
ま
せ
ん
。

雨
天
の
場
合
、
車
が
停
止
す
る
ま

で
の
距
離
は
、
道
路
が
乾
い
て
い
る

と
き
の
一
・
五
倍
以
上
か
か
り
ま
す
。

特
に
冬
場
の
道
路
は
凍
っ
て
い
た

り
、
雪
の
た
め
ス
リ
ッ
プ
し
や
す
く

※
飲
酒
運
転
し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち

の
言
い
訳
は
「
あ
ま
り
酔
っ
て
い
な

い
と
思
っ
た
か
ら
」
と
か
「
少
し
し

か
飲
ん
で
い
な
い
か
ら
」
　
「
自
分
は

酒
に
強
い
か
ら
」
な
ど
で
す
。

し
か
し
、
い
く
ら
お
酒
に
自
信
の

あ
る
人
で
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
体
の

機
能
に
間
違
い
な
く
悪
影
響
を
与
え

ま
す
。
体
が
運
転
を
す
る
に
は
速
さ

な
く
な
り
自
然
に
次
の
よ
う
な
運
転

を
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

［
H
的
粥
川
遁

気
持
ち
が
大
き
く
在
り
、
無
理
を

追
い
越
し
や
割
り
込
み
な
ど
を
平
気

で
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

と
っ
さ
の
判
断
が
鈍
く
在
り
、
動

作
が
遅
れ
が
ち
に
を
り
ま
す
っ
　
つ
ま

り
、
前
方
の
車
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
か

け
て
も
そ
れ
に
反
応
し
き
れ
ず
、
追

突
し
た
り
し
て
し
ま
い
ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
で
マ
ヒ
し
た
大
脳
は

運
動
機
能
を
低
下
さ
せ
ま
す
。
そ
の

た
め
ハ
ン
ド
ル
操
作
や
ギ
ヤ
・
チ
ェ

ン
ジ
を
ど
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
を
く

な
り
、
蛇
行
運
転
を
し
た
り
し
て
し

ま
い
ま
す
。

十
二
月
か
ら
一
月
に
か
け
て
は
、

何
か
と
お
酒
を
飲
む
機
会
が
増
え
ま

す
。
「
飲
ん
だ
ら
乗
る
を
、
乗
る
を

ら
飲
む
を
」
を
地
域
や
職
場
、
家
族

ぐ
る
み
で
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
酒
類
を
提
供
す
る
飲
食
店

経
営
者
の
方
は
、
車
を
運
転
す
る
お

客
さ
ん
に
は
お
酒
を
出
さ
な
い
と
か

万
一
飲
ん
だ
と
き
は
車
の
エ
ン
ジ
ン

キ
ー
を
預
か
る
を
ど
、
真
に
思
い
や

り
の
あ
る
配
慮
を
し
ま
し
ょ
う
。
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おたずねに答えて

漸

江　　府　　町　　報

現在、私は夫の死亡による厚生年

金の遺族年金をうけており、また、

国民年金に任意加入しています。今回、年金

制度の受給に当っては1人1年金の原則が導

入されるということですが、遺族年金か老齢

年金の一方しかうけちれをいのでしょうか。

制
度
間
に
お
い
て
も
一
人
一
年
金

の
原
則
が
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
現
在
他
制
度
の
問
で

生
じ
て
い
る
重
複
給
付
、
過
剰
給

付
虻
解
消
し
、
適
正
を
給
付
を
行

う
こ
と
と
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。た

だ
し
、
同
一
支
給
事
由
に
よ

る
基
礎
年
金
と
上
乗
せ
の
厚
生
年

金
に
つ
い
て
は
、
一
体
の
も
の
と

し
て
併
給
さ
れ
ま
す
。
（
た
と
え

ば
障
害
基
礎
年
金
と
同
一
傷
病
に

よ
る
障
害
厚
生
年
金
の
よ
う
を
場

合
は
、
一
年
金
と
み
を
し
て
併
給

さ
れ
ま
す
。
）

●

叫日各日仙

今
回
の
年
金
制
度
改

正
で
は
、
異
な
る
年
金

を
お
、
こ
の
原
則
に
つ
い
て
は

老
齢
給
付
と
遺
族
給
付
と
の
間
に

お
い
て
例
外
が
み
と
め
ら
れ
て
い

ま
す
。す

を
わ
ち
、
老
齢
基
礎
年
金
と

遺
族
厚
生
年
金
の
受
給
権
が
発
生

し
た
場
合
に
つ
い
て
の
み
、
支
給

事
由
が
異
な
る
二
年
金
が
併
給
さ

れ
る
こ
と
と
在
り
ま
す
。

現
在
厚
生
年
金
の
遺
族
年
金
を

受
給
中
で
、
六
十
五
歳
に
な
る
と

さ
ら
に
老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
権

が
発
生
し
ま
す
が
、
先
に
説
明
し

た
例
外
の
ケ
ー
ス
に
該
当
す
る
の

で
、
遺
族
年
金
と
老
齢
基
礎
年
金

が
併
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

町人口　4，757人

10月1日に行われた昭和60年国勢調査の

人口概数が速報で公表されました。

江府町の人口は、5，000人代を割って、

4，757人。

昭和55年（前回）より、258人減少し、

5．1％と高い減少率を示しています。

合併当時からすると、2，598人減少して

います。

また県全体の人口は、61万6，025人で昭

和30年の人口上昇ピーク時を上回って、1万

1，804人増えています。

昭和60年12月25日発行－（4）

勲六等瑞宝章

岡　　照　雄も

秋の叙勲で、御机の岡照雄さんが、勲六等

瑞宝章を受けられました。

岡さんは昭和27年旧米沢村の議会議員に当

選、以来連続3期12年にわたり地方議会の健

全運営に努められました。

在任期間中には、副議長の重任も果たされ、

常に町行政の振興に尽くされた功績により受

章されたものです。

厚生大臣表彰

生　田　正　治軋

国民健陳保険事業功績者として、新道の生

田正治さんが厚生大臣表彰を受けられ、10月

22日、厚生省において表彰式が行われました。

生田さんは、昭和32年7月から現在まで国

民健康保険運営審議会委員として、国保財政

の健全化に努めるとともに、開業医として保

健指導と診療に尽くされ、住民福祉の向上に

寄与された功績が認められたものです。

わ
か
と
り
国
体
で
、
鳥
取
県
は

念
願
の
総
合
優
勝
を
果
た
し
、
天

皇
杯
・
皇
后
杯
を
獲
得
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
栄
え
あ
る
天
皇
杯
・
皇
后

杯
の
県
下
巡
回
披
露
が
行
わ
れ
、

江
府
町
で
は
十
一
月
十
七
日
、
山

村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
、

町
民
の
皆
さ
ん
に
披
露
さ
れ
ま
し

た
。

天
皇
杯
・
皇
后
杯

県
下
を
巡
回
披
露
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役場の電話は
75－2211です

⇔
　
最
低
賃
金
が
改
正

軒
一
日
　
三
、
二
〇
六
円

町府江

一
時
問
は
四
〇
一
円

昭
和
六
十
年
十
月
二
日
か
ら
鳥

取
県
の
最
低
賃
金
が
改
正
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
最
低
賃
金
は
、
最
低

賃
金
法
に
基
づ
い
て
決
定
さ
れ
た

も
の
で
、
使
用
者
は
、
こ
の
最
低

賃
金
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者

を
使
用
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

由
に
書
い
て
み
ま
せ
ん
か
？

募
集
期
限
…
昭
和
六
十
一
年
二

月
二
十
八
日

原
　
　
稿
…
四
〇
〇
字
詰
原
稿

用
紙
五
枚
以
内

送
り
先
…
鳥
取
市
東
町
一
ノ

二
二
〇
　
鳥
取
県

民
生
部
県
民
生
活

課
内
、
鳥
取
県
貯

蓄
推
進
委
員
会

⇔
利
子
非
課
税
制
度
の

利
用
手
続
き
が
変
り
ま
す

昭
和
六
十
一
年
一
月
一
日
か
ら

利
子
非
課
税
制
度
の
利
用
手
続
き

が
変
わ
り
ま
す
。

マ
ル
優
も
、
郵
便
貯
金
も
、
本

人
確
認
の
書
類
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
預
入
の
際
に
住
民
票
の
写
し
、

保
険
証
、
免
許
証
、
年
金
手
帳
等

を
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、
米
子

税
務
署
（
電
話
〇
八
五
九
－
三
二

－
四
二
二
）
　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ

ゝ
「
　
0

－
V

⇔
「
わ
が
家
の
家
計
簿
」

体
験
談
募
集

家
計
簿
記
帳
を
通
じ
て
、
あ
な

た
が
体
験
し
、
感
じ
た
こ
と
を
自

氏
名
・
住
所
・

職
業
・
年
齢
・

家
族
一
覧
・
家

計
簿
記
帳
年
数
、

電
話
番
号
を
記

入
の
こ
と
。
ま

た
、
封
筒
に
は

「
家
計
簿
体
験

談
」
と
明
記
し

て
下
さ
い
。

「
⊥
▼
▲
－
▲
T
▲
－
⊥
丁
上
．
▲
▼
・
▲
r
▲
▼
▲
－
1
・
▲
－
▲
－
▲
r
J

rl－◆一ト◆■－■－イー

今月　の　納税

固定資産税

（第三期）

十

十

や

l

†

l

l

l

l

l

l

l

l

l

L

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に

ご
協
力
を

〝
わ
か
ち
あ
う
幸
せ
″
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
十
月
か
ら
行
わ
れ

て
い
る
赤
い
羽
根
共
同
募
金
。
そ
の
し
め
＜
く
り
と
し
て
十
二
月

に
行
わ
れ
る
の
が
、
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
で
す
。
江
府
町
で
は

昨
年
こ
の
一
か
月
間
で
約
五
十
八
万
円
の
寄
付
金
が
集
ま
り
ま
し

た
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
一
層
の
善
意
を
期
待
し
て
募
金
運
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
生
活

保
護
家
庭
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の

老
人
や
寝
た
き
り
老
人
、
手
足

の
不
自
由
な
人
な
ど
へ
の
福
祉

の
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

一
人
で
も
多
く
の
方
が
明
る

い
お
正
月
を
迎
え
ら
れ
る
よ
う
、

あ
な
た
の
”
幸
せ
〃
を
貧
し
い

人
達
に
わ
け
て
あ
げ
て
下
さ
い
。

来
年
の
赤
い
羽
根

シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
中

共
同
募
金
運
動
を
推
進
す
る
中
央

共
同
募
金
会
で
は
、
来
年
度
の
赤
い

羽
根
の
シ
ン
ボ
ル
・
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

（
応
募
内
容
）
　
「
愛
と
希
望
」
を
イ

メ
ー
ジ
・
デ
ザ
イ
ン
し
、
必
ず
赤
い

羽
根
を
付
け
た
も
の
を
募
集
し
ま
す

（
は
が
き
ま
た
は
、
は
が
き
大
の
用

紙
に
措
い
て
く
だ
さ
い
）
。
締
め
切
り

は
昭
和
六
十
年
十
二
月
末
日
で
す
。

●
送
り
先
、
お
問
い
合
わ
せ
先
は
、

社
会
福
祉
法
人
　
中
央
共
同
募
金
会

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
募
集
」
係
ま
で
ど

う
ぞ
。

〒
畑
　
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町

二
－
十
二
－
四
（
山
王
飯
店
ビ
ル

八
階
）

℡
　
〇
三
－
五
八
一
－
五
七
五
五
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川
上
　
　
哲

木
和
田
鶴
美

岡
　
　
義
弘

玉
置
　
玲
子

加
藤
　
雅
巳

佐
々
木
文
子

権
田
　
敏
郎

長
岡
し
ず
き

））））

十

一

月

届

お
誕
生
お
め
で
と
う

太北　加
田　井　藤

和　京　高
夫　子　広

磯
江
　
民
子

美
用

愛
媛
県
宇
和
島
市
か
ら

御
机

奈
良
県
吉
野
郡
か
ら

米
子
市

御
机
か
ら

米
子
市

宮
市
か
ら

下
安
井

島
根
県
簸
川
郡
か
ら

下
蚊
屋

俣
野
か
ら

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
月
末
累
計
額

三
百
二
十
三
万
六
百
十
九
円

2
、
十
一
月
寄
付
額

十
五
万
五
千
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
三
万
円

快
気
祝
　
　
十
二
万
五
千
円

3
、
支
出
額

需
用
費
　
三
万
四
千
円

役
務
費
　
一
万
円

使
用
料
　
四
万
円

4
、
十
一
月
末
累
計
額

三
百
三
十
万
一
千
六
百
十
九
円

江　　府　　町　　報

大　御　御　貝
河
原　机机　田

＿＿．．■

め

忘　吉富志悪

書警票尚盃

手芸笠智書
長　長　長　長
男　男　男　男

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

尾
上
原
　
木
嶋
義
輝
　
8
3
歳
　
稔
宅

ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

森
谷
　
尚
誉

松
原
　
道
子

仲
田
　
健
治

関
内
　
温
子

宇
田
川
　
萱

傘
井
　
悦
子

西
村
　
和
昭

第195号

藤　小篠
原室　田

和　　祐
子　葉子

）））））
佐
川
か
ら

島
根
県
安
来
市

下
蚊
屋

江
尾
か
ら

武
庫

米
子
市
か
ら

八
頭
郡
郡
家
町

中
江
尾
か
ら

島
根
県
八
束
郡
か
ら

武
庫

十
一
月
中
寄
託
分

香
典
返
し
と
し
て

池
ノ
内
　
南
波
利
男
殿

｛
父
金
専
様
ご
逝
去
）

尾
上
原
　
木
島
　
稔
殿

（
父
養
輝
様
ご
逝
去
）

内
祝
と
し
て

日
ノ
詰
　
中
尾
恭
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
前
田
修
一
殿

（
二
女
弘
子
様
退
院
）

本
　
五
　
川
上
和
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

武
　
庫
　
宇
田
川
道
郎
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

宮
市
原
　
大
倉
孝
士
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
野
田
高
利
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
一
本
高
良
三
殿

（
長
男
雄
一
様
退
院
）

一
旦
　
宇
田
川
保
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本

一

岡

田

昭

一

殿

（
母
若
枝
様
退
院
）

深
山
口
　
下
原
道
男
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

洲
河
崎
　
小
峰
き
ぬ
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
札

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

保
健
婦
か
ら
ひ
と
こ
と

や
け
ど
の
応
急
処
置
は

寒
い
冬
の
到
来
、
あ
た
た
か
く
し
て

部
屋
で
ゆ
っ
く
り
し
た
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

暖
房
器
具
を
使
い
始
め
る
と
、
”
や

け
ど
〝
が
つ
き
も
の
に
な
っ
て
き
ま
す
。

”
や
け
ど
〟
の
正
し
い
応
急
処
置
の

仕
方
は
み
な
さ
ん
ご
存
知
だ
と
思
い
ま

す
が
、
誤
る
と
取
り
返
し
の
つ
か
な
い

後
遺
症
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
今
回
は
、
”
や
け
ど
〃
の
応
急
処

置
に
つ
い
て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

やけどと病院の選び方
や け ど 書 架 の からだ全体に対するやけど面積の割合

治 療 方 法の 区 分 （深さと面積の％）

（む ご く軽 い
や け ど 無 赤 くはれる程度 家 庭 で

（診軽 い 有 15％以下 （皮膚が白く深 く在ったとき 近 所 の

や け ど は2％まで） 医 者 へ

（診比 較 的 重 有 15％－25％ 外 科 の あ
い や け ど （深いやけどで3－ 7％まで） る 病 院 へ

（彰非 常 に 重 有 30％以上 や け ど 専 門
い や け ど （深いやけどで10％以上） 科 の 大 病 院

注意；顔や関節では各区分より一段重く考える。④は非常に危険で治軌二時間がかかる。

医
学
用
請
で
は
、
〝
や
け
ど
″
の
こ

と
を
「
熱
傷
」
と
い
い
ま
す
。

火
災
に
は
、
な
に
を
お
い
て
も
ま
ず
、

水
を
か
け
ま
す
が
、
そ
れ
と
同
じ
で
、

や
け
ど
に
も
、
す
ぐ
水
を
か
け
る
の
が

正
し
い
方
法
に
な
り
ま
す
。

流
水
で
少
な
く
と
も
10
分
冷
や
す
こ
と

が
第
一
で
、
く
つ
下
や
シ
ャ
ツ
な
ど
は

水
で
冷
や
し
て
か
ら
、
は
さ
み
な
ど
で

切
り
開
い
て
と
り
除
き
、
決
し
て
こ
す
っ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。
指
輪
は
水
の
中
で

す
ぐ
石
け
ん
を
つ
け
て
と
り
ま
す
。

あ
と
で
は
は
れ
て
と
れ
な
く
な
り
ま
す
。

冬
は
体
全
体
が
寒
く
な
る
の
で
や
け

ど
以
外
の
と
こ
ろ
は
、
し
っ
か
り
暖
か

く
し
て
お
き
ま
す
。

顔
な
ら
ば
冷
水
に
ひ
た
し
た
り
出
し

た
り
、
大
き
を
タ
オ
ル
で
冷
湿
布
を
繰

り
返
し
ま
す
。

冷
や
し
終
っ
た
ら
清
潔
な
タ
オ
ル
や

シ
ー
ツ
で
ゆ
っ
た
り
と
包
み
ま
す
。

や
け
ど
の
広
さ
や
程
度
、
位
置
に
よ
っ

て
病
院
を
選
ぶ
こ
と
も
大
切
で
す
。

よ
く
、
や
け
ど
を
す
る
と
み
そ
を
つ

け
た
り
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
を
す
っ
て
患
部

に
の
せ
る
、
チ
ン
ク
油
を
ぬ
っ
た
り
し

ま
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
は
や
め
て
下

さ
い
。

一
番
大
切
な
こ
と
は
や
け
ど
が
お
こ

ら
な
い
よ
う
に
、
身
の
ま
わ
り
の
安
全

に
留
意
す
る
こ
と
で
す
。
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